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コロナ禍の熱中症予防
暑さに負けないからだづくり、適切な食事、十分な睡眠、
暑さへの工夫で、暑い夏を乗り切りましょう！

２m以上の距離をトル

外出時の心がけ「３トル」

マスク着用時は、熱がこもったり、自覚のない脱水

により、体温調整がしづらくなることから熱中症に

かかりやすくなります。

十分に注意しましょう！

のどが渇いて

いなくても

基本ポイント
厚生労働省のリーフレットに

よると、高齢者の方の熱中症は

半数以上が自宅で発生し、熱中

症による死亡者数は気温30度

の真夏日から増加、35度を超

える日や湿度の高い日は特に注

意が必要とされています。

今年の夏も暑さが予想される

なかでのマスク着用となり、

熱中症の危険性がさらに高まる

可能性があります。

高齢者、子ども、障害のある

方は熱中症にかかりやすいため、

周囲の人からの十分な注意が必

要です。具合の悪そうな人を見

かけたら積極的に声かけをしま

しょう。 距離がとれたらマスクをトル

マスクをとったら水分をトル
※10分おきくらいに意識して飲みましょう

暑い、蒸し暑い日の行動は避ける

熱中症予防の情報を確認する

いつでも汗をかける身体作り
→水分維持（こまめな水分補給、筋肉維持）
涼しい時間帯に外での軽い運動で汗を流す

参考：かくれ脱水JOURNAL（https://www.kakuredassui.jp/）



(2)

■
首
の
両
脇
を
冷
や
す

熱
中
症
対
策
や
熱
く
な
っ
た
体
温

を
下
げ
る
た
め
に
は
、
首
の
両
脇
に

あ
る
太
い
血
管
を
冷
や
す
こ
と
が
効

果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
が
冷

え
す
ぎ
て
し
ま
う
場
合
は
、
首
で
は

な
く
手
の
ひ
ら
を
冷
や
す
な
ど
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
対
策
ド
リ
ン
ク

■
レ
モ
ン
味
ド
リ
ン
ク

キ
レ
イ
に
洗
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
5
0
0
㎖
を
用
意
し
ま
す
。

材

料

水

4
5
0

㎖

・

お

湯

（
蜂
蜜
と
塩
が
溶
け
る
く
ら
い

の
温
度
）

㎖
・
蜂
蜜
大
さ
じ

1
・
塩
小
さ
じ
1
/
4
・
レ
モ

ン
汁
大
さ
じ
1

作
り
方

①
お
湯
と
蜂
蜜
と
塩

を
入
れ
て
よ
く
か
き
混
ぜ
レ
モ

ン
汁
を
入
れ
ま
す
。

②
キ
レ
イ
に
洗
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
①
を
注
ぎ
入
れ
水
を
入

れ
て
完
成
で
す
。
冷
蔵
庫
で
よ

く
冷
や
す
と
飲
み
や
す
い
で
す
。

★
お
湯
を
沸
か
す
の
が
面
倒
な

時
は
直
接
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水

を
5
0
0
㎖
・
蜂
蜜
・
塩
・
レ

モ
ン
汁
を
入
れ
て
、
よ
く
振
っ

て
出
来
上
が
り
で
す
。

塩
分
、
水
分
、
糖
分
な
ど
の
摂
取

制
限
が
必
要
、
ま
た
は
ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
て
か
ら
お
試
し
く
だ
さ
い
。

■
経
口
補
水
液

材

料

水

１

ℓ

・

塩

小

さ

じ

1
/
2
（

3

ｇ
）

・

砂

糖

大

さ

じ
4
と
1
/
2
（

ｇ
）

作
り
方

キ
レ
イ
に
洗
っ
た
容

器
に
材
料
を
入
れ
て
、
し
っ
か

り
混
ぜ
て
出
来
上
が
り
。

https://www.wbgt.env.go.jp/

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま

夏
の
陽
の
高
い
時
間
で
は
路
面
温

度
が
60
度
以
上
に
な
る
こ
と
も
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
温
や
路
面

温
度
が
下
が
っ
て
い
る
早
朝
や
夜
な

ど
の
お
散
歩
で
、
強
い
照
り
返
し
に

よ
る
熱
中
症
や
足
の
裏
の
や
け
ど
か

ら
愛
犬
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
状
況
に

よ
っ
て
お
散
歩
の
中
止
も
必
要
で
す
。

環境省熱中症予防情報サイト

●
開
催
日
決
定
●

●
作
品
展
・
こ
ど
も
ま
つ
り

10
月

16
日
（
土
）
・

17
日
（
日
）

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

10
月

21
日
（
木
）

【
場
所
】
江
原
公
園

※

詳
細
は
、
次
号
地
域
ニ
ュ
ー
ス
、

ポ
ス
タ
ー
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

再
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
・
芸
能
祭
・
お
茶
会
・
模

擬
店
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
募

集
●

●
作
品
展
出
展
作
品

手
芸
や
工
作
な
ど
、
ど
な
た
で
も
応

募
可
能
で
す
。

【
募
集
期
間
】
８
月
２
日
～
20
日

（
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

●
こ
ど
も
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】
江
古
田
区

民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
（
連

絡
先
は
１
面
）

第

回
江
古
田
地
区
ま
つ
り

45

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
を
踏
ま
え
、
次
の
行
事
の
中
止
が

決
定
し
ま
し
た
。

■
第
29
回
せ
い
し
ゅ
ん
亭

（
食
事
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
健
康
相

談
等
の
敬
老
行
事
）

■
江
古
田
氷
川
神
社
秋
季
大
祭

（
夜
店
、
演
芸
大
会
等
、
山
車
・
神

輿
町
内
巡
行
、
江
古
田
獅
子
舞
行
列
、

奉
納
舞
）

■
松
が
丘
北
野
神
社
秋
季
大
祭

■
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
大
敬
老
祭

■
盆
踊
り
大
会

（
江
古
田
一
丁
目
町
会
、
旭
公
民
館

町
会
、
江
原
町
町
会
、

松
が
丘
片
山
町
会

主
催
）

■
ラ
ジ
オ
体
操

（
江
古
田
一
丁
目
町
会
、
旭
公
民
館

町
会
、
江
原
町
町
会

主
催
）

■
キ
ャ
ン
プ

（
江
古
田
一
丁
目
町
会

主
催
）

■
カ
レ
ー
大
会

（
松
が
丘
片
山
町
会

主
催
）

ご
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
健
康
と

安
全
を
第
一
に
考
え
て
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、

開
催
出
来
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

江
古
田
地
域
行
事

中
止
の
お
知
ら
せ

東京都指定無形民俗文化財「江古田の獅子舞」

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

江
古
田
地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
手

作
り
の
お
祭
り
で
す
。

マ
ス
ク
着
用
時
熱
中
症
対
策

■
熱
中
症
予
防

熱
中
症
は
予
防
が
大
切

で
す
。
環
境
省
熱
中
症
予

防
情
報
サ
イ
ト
や
熱
中
症

警
戒
ア
ラ
ー
ト
な
ど
も
参

考
に
し
て
暑
さ
か
ら
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

東京都指定無形民俗文化財に指定されてい

る江古田の獅子舞は、古くより病魔退散の祈

祷に演じられ、徳川三代将軍家光が上覧した

と伝えられています。

現在では、毎年10月の第1日曜日に開催さ

れる江古田氷川神社秋季大祭において、芳花

園から氷川神社まで行列を行い、氷川神社の

神楽殿の前では江古田獅子舞保存会の人々に

より奉納されています。

疫病が流行した時、病魔を退治するために

舞われたことから「祈祷獅子」ともいわれ、

江古田地域で親しまれています。

40
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【
事
業
】

●
ボ
ッ
チ
ャ
教
室

6
月
12

日

第
1
回
ゲ
ー
ム
大
会

7
月
10
日

●
え
ご
た
の
七
夕

7
月
４
日

●
通
年
事
業

健
康
体
操
・
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
・
フ
ラ
ダ

ン
ス
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
体
操
・
ダ
ン
ベ

ル
体
操

【
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
作
品
展
】

●
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ポ
ス
タ
ー
展

（
江
原
小
学
校
・
現
５
年
生
の
作
品
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
初
め
て
方
も
大
歓
迎
で
す
。

【
講
師
】
小
原
文
男
氏

（
中
野
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

【
日
時
】

9
月
11

日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】
１
階
レ
ク
ホ
ー
ル

【
定
員
】
25
名

先
着
順

昭
和
の
中
野
あ
れ
こ
れ

買
収
を
ま
ぬ
が
れ
た

哲
学
堂
グ
ラ
ン
ド

昭
和
二
二
年
ご
ろ
、
区
内
で
も
農

地
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
、
現
在
の
哲
学
堂
野
球
場
と
庭

球
場
が
あ
や
う
く
農
地
に
な
り
そ
う

な
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
争
中
は
食
糧
難
の
た
め
、
み
ん

な
が
空
地
や
道
路
に
ま
で
イ
モ
や
カ

ボ
チ
ャ
を
作
っ
て
食
糧
増
産
に
は
げ

ん
で
い
ま
し
た
。
戦
争
が
激
し
く

な
っ
て
農
家
の
男
子
が
召
集
さ
れ
、

手
不
足
に
な
る
と
あ
ち
こ
ち
に
荒
地

が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
へ
近
所
の
人

が
入
っ
て
き
て
菜
園
を
つ
く
っ
た
り

し
ま
し
た
。
哲
学
堂
内
も
い
た
る
と

こ
ろ
が
菜
園
と
化
し
、
こ
れ
が
農
地

改
革
の
時
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
っ
た
の
で
す
。

農
地
委
員
会
は
、
哲
学
堂
内
の
土

地
を
農
地
と
査
定
し
、
ま
た
そ
こ
を

利
用
し
て
い
た
農
家
も
農
地
だ
か
ら

買
収
の
対
象
と
な
る
と
い
っ
て
譲
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
時
農
地
委
員
の
一
人

で
あ
っ
た
山
﨑
喜
作
さ
ん
だ
け
は
反

対
し
、
こ
れ
は
区
民
の
運
動
施
設
と

し
て
残
す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
山
﨑
さ
ん
は
、
二
，
三
〇

人
の
農
民
に
か
こ
ま
れ
た
中
で
「
も

し
耕
作
し
て
い
る
か
ら
農
地
だ
と
い

う
の
な
ら
、
あ
の
道
路
で
カ
ボ
チ
ャ

を
作
っ
て
い
る
の
も
農
地
と
い
う
の

か
。
ま
た
農
地
と
い
う
の
な
ら
あ
な

た
た
ち
は
小
作
料
を
払
っ
て
い
る
の

か
」
と
い
っ
て
反
論
し
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
農
民
は
小
作
料
を
払
っ
て

い
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
区
民
の
た

め
の
運
動
施
設
の
重
要
性
が
認
め
ら

れ
、
農
地
委
員
会
で
は
保
留
地
と
す

る
と
の
決
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

も
し
、
あ
の
と
き
農
地
と
認
定
さ

れ
て
い
た
ら
、
哲
学
堂
グ
ラ
ン
ド
は

現
在
の
よ
う
な
形
で
残
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
す
。

中
野
区
報
（
昭
和
四
九
年
五
月
五
日

第
４
３
５
号
）
よ
り
抜
粋

※

山
﨑
喜
作
さ
ん
は
「
山
﨑
記
念
区

立
歴
史
民
俗
資
料
館
」
（
平
成
元
年

開
設
）
の
土
地
・
資
料
等
を
昭
和
五

九
年
、
中
野
区
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

哲学堂グランド リニューアル
令和２年9月1日完成利用開始

21

【
会
議
】
（
開
催
済
み
）

役
員
会
、
町
会
長
会
議

６
月
11

日

事
業
部
会

６
月
17

日
・
７
月
15

日

広
報
部
会

６
月
24

日
・
７
月
1
日

定
期
総
会

６
月
25

日

最
近
読
ん
だ
本
の
中
で
「
誰
か
に

も
読
ん
で
ほ
し
い
な･･･

」
と
思
っ
た

一
冊
を
紹
介
す
る
『
第
２
回
読
書
ゆ

う
び
ん
』
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
Ｂ
６
（
は
が
き
位
の

大
き
さ
）
の
画
用
紙
等
、
少
し
厚
み

の
あ
る
紙
に
、
本
の
題
名
・
作
者

名
・
相
手
に
伝
え
た
い
こ
と
を
文
章

や
絵
等
で
記
入
し
、
裏
面
に
応
募
用

紙
を
貼
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※

ひ
と
り
何
点
で
も
応
募
可
能
で
す

が
参
加
賞
は
ひ
と
り

1

個
で
す
。

【
募
集
期
間
】
7
月
21
日
（
水
）
～

９
月
3
日
（
金
）

【
応
募
先
】
『
読
書
ゆ
う
び
ん
用
の

ポ
ス
ト
』
設
置
場
所

①
第
七
中
・
江
古
田
小
・
江
原
小
の

方
は
各
学
校
に
提
出

②
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
江

古
田
図
書
館
、
東
京
こ
ど
も
図
書
館

【
江
古
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
選
出
】

賞
状
等
の
授
与
と
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

へ
の
展
示
を
し
ま
す
。

皆
様
の
お
す
す
め
の
一
冊
を
た
く
さ

ん
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

新
江
古
田
今
昔
（三
十
四
回
）

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会

活

動

報

告

ボ

ッ

チ

ャ

教

室

【
新
委
員
】

名
（
所
属
団
体
名
）

会
長

松
井
俊
一
（
江
古
田
一
丁
目
町
会
）

副
会
長

堀
野
直
一
（
江
原
町
町
会
）

副
会
長

千
葉
仁
（
旭
公
民
館
町
会
）

副
会
長

山
田
晃
（
松
が
丘
片
山
町
会
）

会
計

米
良
紘
一
郎
（
江
古
田
住
宅
自
治
会
）

会
計

深
野
義
洋
（
青
少
年
育
成

江
古
田
地
区
委
員
会
）

監
事

湯
澤
令
子
（
江
古
田
一
丁
目
町
会
）

監
事

大
橋
す
み
代
（
旭
公
民
館
町
会
）

八
木
沢
清
（
江
古
田
一
丁
目
町
会
）

勝
田
孝
（
江
原
町
町
会
）

宮
本
邦
子
（
江
原
町
町
会
）

斉
藤
金
造
（
旭
公
民
館
町
会
）

平
柳
和
子
（
松
が
丘
片
山
町
会
）

興
梠
敬
二
（
松
が
丘
片
山
町
会
）

谷
口
千
鶴
子
（
江
古
田
住
宅
自
治
会
）

熊
谷
光
太
郎
（
江
古
田
地
区

友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

小
林
啓
太
（
青
少
年
育
成

江
古
田
地
区
委
員
会
）

平
松
順
子
（
江
古
田
地
区

民
生
児
童
委
員
協
議
会
）

青
山
孝
夫
（
江
古
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

二
羽
ひ
ろ
み
（
保
護
司
会
江
古
田
分
区
）

須
田
篤
和
（
江
原
町
二
丁
目

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
通
り
商
友
会
）

定期総会において、すべての議案が

承認されました。

も

よ

お

し

案

内

読
ん
で
つ
な
げ
る

心
の
バ
ト
ン
２
０
２
１

あ

い

う

え

お

み

せ

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

もよおし案内 【お問合せ先】

江古田区民活動センター運営委員会

☎ ３９５４－６９６３

15
㎝
四
方
サ
イ
ズ
の
お
店
を
作
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
8
月
10
日
（
火
）
午
後

１
回
目
：
1
時
～
2
時

２
回
目
：
２
時
～
3
時

３
回
目
：
3
時
～
4
時

【
場
所
】
2
階
洋
室

【
定
員
】
各
回
10
名
（
親
子
5
組
、

ま
た
は
子
ど
も
の
み･

大
人
の
み
可
）

【
参
加
費
】
材
料
費
と
し
て
百
円



(4)

編
集
後
記

10
月
号
は
9
月
25
日
発
行
予
定

三

療

サ

ー

ビ

ス

集

会

室

の

抽

選

健
康
い
き
が
い
づ
く
り
事
業

後
期

参
加
者
募
集

哲

学

堂

公

園

60
歳
以
上
の
区
民
の
方

各
会
場
先
着
14
人
ま
で

①

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

9
月
28

日
、
10
月
26

日

毎
月
第
４
火
曜
日

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１

②

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

9
月
17

日
、
10
月
15

日

毎
月
第
３
金
曜
日

☎(

３
９
５
４)

６
７
５
５

③

松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ

9
月
30

日
、
10
月
28

日

毎
月
第
４
木
曜
日

☎(

５
３
８
０)

５
７
６
１

参
加
費

９
０
０
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
為
、
体
調
や
体
温
（
37
度

以
下
）
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
、
タ
オ
ル
（
ま
た
は

て
ぬ
ぐ
い
）
２
本
と
バ
ス
タ
オ
ル
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
予
約
方
法
】
事
前
予
約
受
付
無
し

①
②

当
日
９
時
か
ら
会
場
へ
の

電
話
受
付
の
み
。

午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

③

当
日
９
時
か
ら
窓
口
受
付
、

９
時
半
か
ら
電
話
受
付
も
可
。

午
前
９
時
半
～
午
後
３
時
45
分

10
月
利
用
分

8
月
16

日
（
月
）

11
月
利
用
分

9
月
21

日
（
火
）

地
元
団
体

９
時
か
ら

一
般
団
体

10
時
半
か
ら

【
問
合
せ
】

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
で
は
、
令
和
3
年
10
月
～
令

和
4
年
3
月
の
後
期
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
い
き
い
き
健
康
体
操

（
定
員

30
名×

2
ク
ラ
ス
）

●
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

（
定
員

ら
く
ら
く

10
名
・
げ
ん
き

15
名
）

●
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
定
員

15
名
）

●
男
性
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
体
操

（
定
員

20
名
）

【
対
象
】
65
歳
以
上
で
中
野
区
在
住
の

方【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
期
間
】
9
月
1
日
（
水
）
～

15
日
（
水
）

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

※

詳
細
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】
江
古
田
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

☎
本
誌
１
面

■
乳
幼
児
親
子
事
業

「
み
ず
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」

親
子
で
手
遊
び
や
体
操
を
し
ま

し
ょ
う
。
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

前
11
時
か
ら
午
前
11
時
15
分
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
（
祝
祭
日
を
除

く
）

■
高
齢
者
熱
中
症
対
策
事
業

「
い
こ
い
の
間
」

夏
の
暑
い
日
は
、
ふ
れ
あ
い
の
家

「
い
こ
い
の
間
」
で
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
２
階
の
和
室
で
、
お
友
達
と
間

隔
を
守
り
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
し

た
り
、
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。

火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
5
時
（
祝
祭
日
を
除
く
）

※

詳
し
く
は
、
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の

家
の
お
た
よ
り
「
み
ず
の
塔
つ
う

し
ん
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

（
江
古
田
１-

９-

24
）

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５

本
号
が
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
届

く
頃
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？
「
心
配
と
期

待
」
相
半
ば
の
東
京
五
輪
は
開
催
さ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
今
年
の
夏
も
猛
暑
の
中
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
と
熱
中
症
の
ダ
ブ
ル

パ
ン
チ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
元
気
で
乗
り
切
る
た
め

の
役
立
つ
記
事
を
め
ざ
し
、
『
熱
中

症
対
策
ド
リ
ン
ク
』
の
作
り
方
や

『
マ
ス
ク
着
用
時
熱
中
症
対
策
と
し

て
首
の
両
脇
を
冷
や
す
』
を
特
集
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
面
の
『
江
古
田
今
昔
』

の
「
昭
和
の
中
野
あ
れ
こ
れ
」
で
は

哲
学
堂
グ
ラ
ン
ド
の
興
味
深
い
変
遷

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

毎
年
の
敬
老
行
事
『
せ
い
し
ゅ
ん

亭
』
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
今
年

も
開
催
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
来
年

は
、
美
味
し
い
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が

ら
、
元
気
で
集
い
た
い
で
す
ね
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
こ
と
、
毎
日
の

生
活
の
こ
と
な
ど
、
ご
意
見
・
ご
感

想
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

[

岩
村
記]

■
哲
学
堂
と
民
族
芸
能
の
ひ
び
き

（
ワ
ヤ
ン
・
ク
リ
）

【
内
容
】
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
芸

能
。
革
人
形
を
使
う
影
絵
芝
居
。

【
日
時
】
8
月
28
日
（
土
）

午
後
６
時
半
～
７
時
45
分

※

雨
天
延
期
の
場
合

8
月
29
日
（
日
）

【
場
所
】
哲
学
堂
公
園

時
空
岡

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も

【
定
員
】
30
名

【
参
加
費
】
無
料

■
怪
談
夕
べ

【
内
容
】
講
談
師

神
田
山
緑
氏
に
よ

る
怪
談
百
物
語
。

【
日
時
】

8
月
14
日
（
土
）

【
日
時
】

8
月
15
日
（
日
）

共
に
午
後
6
時
～
（
45
分
程
度
）

【
場
所
】
哲
学
堂
公
園

宇
宙
館

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も

※

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
必
須

【
定
員
】
各
回
15
名

【
参
加
費
】

１
０
０
０
円
／
一
人

※

保
護
者
同
伴
の
場
合
は
保
護
者
の

方
も
1
名
カ
ウ
ン
ト
と
し
、
料
金
が

発
生
し
ま
す
。

※

マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

共
に
事
前
申
し
込
み
制
。

【
問
合
せ
】

哲
学
堂
公
園
事
務
所

（
松
が
丘
１-

34-

28
）

☎
（
３
９
５
１
）
２
５
１
５

寄
稿
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

江
古
田
地
域
の
情
報
や
歴
史
、

魅
力
な
ど
、
地
元
目
線
で
の
記
事
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
江
古
田
区
民
活
動

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
☎
本
誌
１
面

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

松
が
丘
片
山
町
会
は
、
8
月
中
旬

に
リ
モ
ー
ト
で
開
催
し
ま
す
。
詳
細

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

h
ttp

s
://m

k
-c

h
o
u
k
a
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lo
u
d
-lin

e
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o
m

/

松
が
丘
片
山
町
会

ラ

ジ

オ

体

操

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
為
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
が
中

止
や
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
Ｈ
Ｐ
や
各
催
し
物
の
担
当
へ
電

話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。


